


-  フッ素フリー設計
-  本製品の構成
-  主要成分の役割

-  撥水・防汚原理
-  高硬度実現
-  耐久性の裏付け

-  自動車・輸送機器
-  産業機械・工場設備
-  建材・住宅設備

-  法令・規格対応
-  SDGs視点
-  PFAS規制対応

-  フッ素系との比較
-  シリコーン系との比較
-  性能・安全性評価

-  機能性添加研究
-  自己修復性導入
-  スマートマテリアル化



-  PFAS問題回避
-  環境負荷低減
-  生分解性向上
-  安全性確保
-  多様な素材適用

-  Si-O結合活用
-  柔軟性と撥水性
-  高密着性実現
-  耐候性向上
-  透明性維持

-  アクリル -シロキサン
-  機能性の融合
-  耐久性向上
-  多機能化実現
-  用途拡大

-  無機 /有機複合
-  表面構造制御
-  高機能化
-  耐摩耗性向上
-  自己修復性



-  表面接触角>100°
-  表面エネルギー低減

-  無機成分配合
-  架橋密度最適化



-  ボディ撥水・防汚
-  ホイール保護
-  長期艶維持
-  洗車頻度低減
-  塗装保護効果
-  簡易施工可能

-  視界確保向上
-  雨天安全性増加
-  撥水長期持続
-  氷結防止効果
-  清掃作業軽減
-  UV遮蔽機能

-  抗菌・防臭効果
-  指紋付着軽減
-  樹脂劣化防止
-  清掃性向上
-  高級感演出
-  長期美観維持



-  防錆、洗浄回数削減
-  食品衛生法準拠
-  食品製造設備に最適
-  高密着性・耐候性
-  表面硬度向上

-  離型性、非粘着性
-  離型剤不使用
-  生産性・安全性向上
-  多素材対応
-  作業性◎（一液型・常温）

-  撥水・防汚効果
-  高電圧設備対応
-  メンテナンス頻度減少
-  長寿命化（ 5～ 10年）
-  環境規制対応



-  黄ばみ防止
-  水垢防止
-  Ca, Siスケール付着防止
-  抗菌・防指紋
-  簡易塗布可能

-  撥水、防藻、防カビ
-  多孔質素材対応
-  表面緻密化作用
-  UV劣化耐性
-  長期持続性（ 5～ 10年）

-  艶出し、摩耗防止
-  木材呼吸性維持
-  高硬度（ 7H～ 9H）
-  柔軟性と硬度の両立
-  VOCフリー



-  厚労省告示第 370号準拠
-  器具・容器包装用
-  安全性基準クリア
-  食品製造設備に最適
-  無溶剤・VOCフリー

食品衛生法

-  J IS A1901規格
-  ホルムアルデヒド
-  等級最上位
-  室内空気質向上
-  建材用途に適合

F☆☆☆☆

-  EU環境規制対応
-  非該当成分構成
-  重金属不使用
-  輸出製品に有利
-  グローバル展開可能

RoHS/REACH

- 永久化学物質不使用
-  PFOS、PFOA非含有
-  環境負荷低減
-  生分解性向上
-  将来的規制にも対応

PFAS規制



-  撥水性：接触角 100～ 120°
-  持続性： 5～ 10年
-  安全性：食品適合

-  下地適性：多素材対応

-  フッ素系：高撥水だが環境懸念
-  シリコーン系：短期持続性

-  本品：環境性能と耐久性を両立
-  作業性：一液型・常温硬化



機能性添加

自己修復性

導電性ハイブリッド

スマート化

環境適合性



市場規模

01

需要増加

02

新規用途

03

技術革新

04

-  年間成長率 10%
- 2025年に 1000億円

-  アジア市場拡大

-  環境規制強化
-  PFAS規制影響
-  安全性重視傾向

-  医療機器分野
-  太陽光パネル
-  スマート家電

-  自己修復性導入
-  ナノ材料活用
-  IoT連携機能



-  非フッ素系技術の市場浸透加速
-  環境規制対応で競争優位性確保
-  機能性向上による用途拡大
-  自己修復やスマート化で高付加価値化
-  継続的な研究開発が成長の鍵

-  技術的優位性確立

-  環境適合性向上

-  持続可能性への貢献
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